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と
交
通
事
故
が
あ
い
つ
ぎ
、
周
辺

自
治
会
や
小
中
学
校
な
ど
か
ら
、

信
号
機
設
置
の
要
請
が
あ
り
、
市

と
し
て
も
県
当
局
に
強
く
要
望
を

行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、
去
る
７
月

に
信
号
機
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
交

通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
な
が

ら
、
事
故
が
起
こ
ら
な
い
安
心
・
安

全
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

去
る
７
月
、
自
主
防
災
組
織
を

主
体
と
す
る
市
民
参
加
型
の
防
災

訓
練
が
、
脇
町
小
学
校
区
の
大
谷

川
か
ら
西
地
区
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
小
学
校
区
で
の
防
災
訓
練
は

初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、
今
後

と
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
主
体
と

な
っ
た
防
災
訓
練
を
市
と
し
ま
し

て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

度
、
美
馬
市
医
師
会
と
「
災
害
・

事
故
等
時
の
医
療
救
護
に
関
す
る

協
定
書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
今

後
も
医
師
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
災
害
時
の
迅
速
か
つ

的
確
な
医
療
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
自
立
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
、
暮
ら

の
皆
さ
ん
、
ま
た
、
保
護
者
や
地

域
の
方
々
の
ご
協
力
や
ご
声
援
が

あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
素
晴
ら
し
い
活
躍
で
、
美

馬
市
に
元
気
を
与
え
て
く
れ
た
子

ど
も
た
ち
に
心
か
ら
拍
手
を
送
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
４
月
か
ら
各
医
療
保
険
者

は
、

歳
か
ら

歳
ま
で
の
方
を

40

74

対
象
に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
生
活
習
慣
病

予
防
の
た
め
の
特
定
健
康
診
査
と
、

そ
の
結
果
に
よ
っ
て
、
健
康
の
保

持
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
と
判
定

さ
れ
た
人
へ
の
保
健
指
導
を
実
施

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。
平
成

年
度
か
ら
は
、
国
民

25

健
康
保
険
の
保
険
者
は
、
健
診
の

受
診
率
を
も
と
に
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
に
対
す
る
支
援
金
の
加

算
ま
た
は
減
算
が
行
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病

対
策
を
積
極
的
に
推
進
し
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
健
康
増
進
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
開
通
し
た
国
道
４
９
２
号

穴
吹
バ
イ
パ
ス
と
市
道
穴
吹

号
37

線
が
交
わ
る
穴
吹
町
八
幡
神
社
前

の
交
差
点
は
、
７
ヶ
月
間
で

件
13

行
財
政
改
革
へ
の
取
り
組
み
が
国

に
お
い
て
評
価
さ
れ
、
こ
の
結
果

県
平
均
の
交
付
額
８
，
５
０
０
万

円
を
大
き
く
上
回
る
、
県
内
で
最

も
多
い
２
億
２
０
０
万
円
と
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、
引
き
続

き
行
財
政
改
革
に
努
め
る
中
で
、

可
能
な
限
り
の
経
費
の
節
減
と
財

源
の
確
保
に
取
り
組
み
、
総
合
計

画
に
基
づ
く
各
種
基
盤
整
備
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
夏
、
市
内
の
小
・
中
・
高

校
生
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
匹
敵
す

る
ほ
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
夢
と

感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
小

学
校
で
は
、
江
南
パ
ワ
ー
ズ
と
岩

倉
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ
が
県
大
会
を
制

し
、
中
学
校
で
は
、
四
国
総
体
で

岩
倉
中
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が

優
勝
、
美
馬
中
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
と
岩
倉
中
男
子
軟
式
野
球
部

が
準
優
勝
し
ま
し
た
。
高
等
学
校

で
は
、
全
国
高
校
総
体
で
脇
町
高

校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
が
、
県

勢
と
し
て
は
過
去
最
高
の
全
国
３

位
に
輝
く
な
ど
、
多
く
の
団
体
や

個
人
競
技
で
美
馬
市
勢
の
活
躍
が

目
立
ち
ま
し
た
。
こ
う
し
た
好
成

績
の
陰
に
は
、
熱
心
に
指
導
を
い

た
だ
い
て
い
る
先
生
方
や
関
係
者

給
な
ど
に
常
時
不
便
を
き
た
し
て

い
ま
し
た
が
、
積
極
的
な
要
請
活

動
が
認
め
ら
れ
、
全
国
で
初
め
て

自
治
体
の
受
託
に
よ
り
再
開
し
た

簡
易
郵
便
局
と
し
て
、
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
今
回
の

再
開
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
利
便

性
の
向
上
が
図
ら
れ
、
ま
た
、
地

域
の
交
流
の
場
と
し
て
も
有
効
に

活
用
さ
れ
る
も
の
と
期
待
を
し
て

い
ま
す
。

本
市
の
平
成

年
度
の
決
算
は
、

19

す
べ
て
の
会
計
で
黒
字
と
な
り
、

実
質
公
債
費
比
率
な
ど
も
適
正
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
の
財
政
は

ま
ず
は
健
全
な
状
態
で
あ
る
と
言

え
ま
す
。
し
か
し
、
自
主
財
源
比

率
が
非
常
に
低
い
本
市
で
は
、
地

方
交
付
税
の
増
額
に
繋
が
る
取
り

組
み
が
重
要
な
位
置
づ
け
と
な
り

ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
平
成
20

年
度
の
交
付
額
は

億
９
，
０
０

73

０
万
円
と
、
前
年
度
よ
り
３
・
７
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
中
で
も

「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

で
は
、
昨
年
度
に
続
き
、
本
市
の

本
市
を
は
じ
め
、
全
国
の
過
疎

市
町
村
は
「
過
疎
法
」
に
基
づ
く

過
疎
債
を
財
源
に
、
地
域
の
基
盤

整
備
を
図
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

現
行
の
過
疎
法
は
平
成

年
度
で

21

失
効
す
る
た
め
、
そ
の
後
の
過
疎

地
域
の
維
持
・
存
続
が
危
惧
さ
れ

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

本
市
と
し
て
も
、
県
内
関
係
自
治

体
と
連
携
を
図
り
、
国
等
へ
の
要

望
活
動
な
ど
、「
新
過
疎
法
」
制
定

に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
く
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

木
屋
平
地
域
の
三
ツ
木
地
区
の

簡
易
郵
便
局
が
昨
年

月
に
閉
鎖

11

さ
れ
、
小
包
の
発
送
や
年
金
の
受

市市市市市市市市市市市市市市市市

長長長長長長長長長長長長長長長長

所所所所所所所所所所所所所所所所
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表表表表表表表表表表表表表表表表

市

長

所

信

表

明明明明明明明明明明明明明明明明明

９
月
３
日
の
平
成

年
９
月

20

美
馬
市
議
会
定
例
会
本
会
議

で
、
牧
田
市
長
は
市
政
の
重
要

課
題
等
に
つ
い
て
所
信
を
表

明
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
市
議

会
に
理
解
と
協
力
を
求
め
ま

し
た
。

要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

財
政
状
況

三
ツ
木
簡
易
郵
便
局
の
再
開

各
種
大
会
で
の

子
ど
も
た
ち
の
活
躍

健
康
づ
く
り

交
通
安
全
対
策

防
災
訓
練

過
疎
対
策

住
環
境
の
整
備
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室
を
設
け
る
ほ
か
、
能
や
狂
言
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
市
内
の
学
校

で
開
催
し
、
後
継
者
の
育
成
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、「
映
像
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
に
つ
い
て
は
、
脇
町
劇

場
で
映
像
作
品
を
発
表
す
る
場
を

設
け
、
県
内
外
の
ア
マ
チ
ュ
ア
ビ

デ
オ
愛
好
家
と
の
交
流
を
図
り
、

「
映
像
文
化
の
ま
ち
」
と
し
て
市
内

外
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

本
年
度
の
総
合
学
術
調
査
が
美

馬
町
地
区
を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
県
内
の
学
術

研
究
団
体
で
構
成
さ
れ
る
「
阿
波

学
会
」
と
県
立
図
書
館
、
美
馬
市
の

共
催
で
実
施
す
る
専
門
家
に
よ
る

総
合
的
な
調
査
で
、
水
質
・
植
生
・

考
古
・
民
俗
等
の

班
で
構
成
さ

18

れ
ま
す
。

月
に
市
内
で
開
催
の

12

発
表
会
で
報
告
さ
れ
る
ほ
か
、
来

年
に
発
刊
さ
れ
る
研
究
紀
要
を
美

馬
市
の
貴
重
な
研
究
資
料
と
し
て

活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
博
士
を
通

じ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
科
学
や
数

学
の
お
も
し
ろ
さ
を
知
っ
て
も
ら

う
と
と
も
に
、
博
士
と
交
流
の

あ
っ
た
世
界
的
名
医
三
宅
速
先
生

を
輩
出
し
た
本
市
を
県
内
外
に
Ｐ

く
の
方
々
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
穴
吹

川
が

年
連
続
で
四
国
一
の
清
流

13

と
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
と
も

こ
の
美
し
い
自
然
環
境
の
保
全
に

努
め
る
と
と
も
に
、
美
馬
市
の
自

然
や
歴
史
・
文
化
を
活
か
し
た
観

光
行
政
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

環
境
に
配
慮
し
た
森
林
管
理
を

行
っ
て
い
る
木
屋
平
中
尾
山
の
森

林
認
証
林
で
、
Ｃ
Ｏ
２
の
固
定
量

や
保
水
機
能
な
ど
森
林
が
も
つ
機

能
を
学
習
で
き
る
観
察
施
設
等
を

設
置
す
る
「
環
境
配
慮
の
森
整
備

事
業
」
を
県
と
共
同
で
実
施
し
ま

す
。
完
成
後
は
、
市
内
の
児
童
・
生

徒
や
市
民
の
皆
さ
ま
、
県
内
外
の

木
材
利
用
業
者
な
ど
を
対
象
に
、

森
林
学
習
や
見
学
ツ
ア
ー
等
を
実

施
し
、
林
業
の
現
状
や
森
林
へ
の

関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、「
森
林
認
証
の
森
美
馬
」
を
ア

ピ
ー
ル
し
ま
す
。

伝
統
や
文
化
を
将
来
に
引
き
継

ぎ
、
本
市
の
文
化
の
創
造
と
振
興

に
つ
な
げ
る
た
め
、
国
文
祭
「
能
楽

の
祭
典
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を

飾
っ
た
「
美
馬
市
能
楽
教
室
」
を

継
続
し
、
公
民
館
活
動
に
能
楽
教

し
を
良
く
す
る
取
り
組
み
へ
の
支
援

対
策
と
し
て
、
道
路
補
修
用
原
材

料
支
給
事
業
を
創
設
し
ま
す
。
こ

の
事
業
は
、
市
道
の
舗
装
や
修
繕

を
行
う
自
治
会
を
対
象
に
、
一
定

量
の
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
合
材
な
ど
の
材
料
支
給

を
行
う
も
の
で
、
生
活
環
境
の
整

備
を
図
り
ま
す
。

拝
原
処
分
場
の
適
正
処
理
に
つ

い
て
は
、
吉
野
川
北
岸
堤
防
の
築

堤
に
大
き
く
関
わ
り
、
地
域
住
民

の
安
心
・
安
全
に
繋
が
る
非
常
に

大
切
な
事
業
で
す
。
去
る
７
月
に

｢
拝
原
最
終
処
分
場
特
別
委
員
会
｣

が
設
置
さ
れ
、
市
議
会
に
お
い
て

現
在
の
処
理
計
画
等
に
つ
い
て
、

ご
審
議
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
は
、
同
特
別
委
員

会
で
の
ご
議
論
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

こ
の
事
業
に
反
対
さ
れ
て
い
る

方
々
に
、
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る

よ
う
粘
り
強
く
交
渉
に
当
た
り
、

事
業
の
早
期
着
手
に
向
け
、
全
力

で
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
今
年
の
夏
も
各

地
域
で
活
気
に
溢
れ
た
様
々
な
行

事
が
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
多

観
光
振
興

森
林
整
備
事
業

拝
原
最
終
処
分
場
計
画

Ｒ
す
る
た
め
に
「
ア
イ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

ｉ
ｎ

美
馬
市
」
と

命
名
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
は
、
記
念

講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
パ
ネ
ル

展
の
３
部
構
成
と
し
て
お
り
、
多

く
の
児
童
、
生
徒
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
参
加
、
見
学
を
し
て
い
た
だ

き
、
科
学
の
す
ば
ら
し
さ
や
両
博

士
の
人
間
愛
に
触
れ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

職
員
採
用
に
つ
い
て
は
、
合
併

以
来
消
防
職
以
外
の
職
員
の
採
用

を
見
送
り
、
で
き
る
だ
け
早
期
に

適
正
な
職
員
数
と
な
る
よ
う
削
減

に
努
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

早
期
退
職
者
の
増
加
や
団
塊
世
代

の
大
量
退
職
に
伴
い
、
こ
の
ま
ま

長
期
間
採
用
を
見
送
っ
た
場
合
、

年
齢
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
て
な
く
な

る
こ
と
か
ら
、
来
年
度
か
ら
計
画

的
に
若
干
名
の
職
員
を
採
用
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、

効
率
的
な
組
織
体
制
の
整
備
を
図

る
と
と
も
に
、
職
員
の
年
齢
構
成

な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、
適
正
な

定
員
管
理
に
努
め
ま
す
。

本
年
度
が
最
終
年
度
と
な
る
美

馬
市
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

は
、
脇
町
・
美
馬
地
区
で
「
音
声

告
知
放
送
シ
ス
テ
ム
整
備
工
事
」

と
「
加
入
者
系
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網

施
設
整
備
工
事
」
を
進
め
て
い
ま

す
。
現
在
、
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

放
送
な
ど
を
運
営
す
る
通
信
事
業

者
が
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

が
、
木
屋
平
・
穴
吹
地
区
は

月
中

10

旬
頃
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、

美
馬
・
脇
町
地
区
は
工
事
が
完
了

次
第
、
１
月
頃
か
ら
順
次
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。
今
後

は
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利

用
し
た
福
祉
電
話
、
防
災
・
災
害
放

送
、
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
な
ど
、

幅
広
い
活
用
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
、
本
市
で
は

「
ま
ほ
ろ
ば
サ
ポ
ー
タ
ー
寄
附
金
」

と
名
付
け
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、

Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
へ
広
報
の
依
頼
や
市
内

の
高
校
の
同
窓
会
会
員
な
ど
へ
、

ご
協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
に
取
り

組
み
、
現
時
点
で
の
寄
付
金
は
見

込
み
を
含
め
、
４
件
で

万
円
と

26

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
生

ま
れ
故
郷
に
愛
着
を
感
じ
、
ま
た

本
市
の
施
策
に
共
感
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
活
動

に
取
り
組
み
ま
す
。

文
化
の
振
興

総
合
学
術
調
査

職
員
採
用

ふ
る
さ
と
納
税

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

i
n

美
馬
市

地
域
情
報
化
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と
共
に
、
講
演
会
、
講
習
会
を
開

催
し
、
栽
培
加
工
技
術
の
向
上
や

生
産
者
・
事
業
者
の
意
識
改
革
を

図
っ
て
き
た
。
新
た
に
開
発
さ
れ

た
特
産
品
も
一
定
の
成
果
を
得
る

こ
と
が
で
き
て
い
る
。
今
後
も
、

美
馬
市
商
工
会
な
ど
と
連
携
し
、

地
域
資
源
を
活
用
し
た
、
新
た
な

特
産
品
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
県
内
流

通
業
者
や
商
店
街
振
興
組
合
な
ど

と
連
携
し
な
が
ら
、
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
を
活
用
し
た
産
直
市
な

ど
の
地
域
特
産
品
の
販
売
や
、
観

光
Ｐ
Ｒ
を
通
じ
た
美
馬
市
の
情
報

発
信
の
取
り
組
み
も
進
め
て
い
る
。

今
後
も
、
こ
う
し
た
施
策
を
通
じ

て
、
地
域
産
業
の
基
盤
強
化
と
地

域
の
魅
力
づ
く
り
に
一
層
取
り
組

み
た
い
。

（
質

問
）

◎
環
境
問
題
に
つ
い
て

・
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
美
馬

市
の
取
り
組
み
は

（
答

弁
）
市

長

本
市
で
は
、
各
公
共
施
設
で

ク
ー
ル
ビ
ズ
、
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
に

取
り
組
み
、
身
近
な
点
か
ら
庁
舎

の
光
熱
費
の
削
減
、
再
生
紙
等
グ

リ
ー
ン
購
入
や
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
プ
な
ど
環
境
に
配
慮
し
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

美
馬
環
境
整
備
組
合
で
は
、
ゴ
ミ

・
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

（
答

弁
）
経
済
部
長

市
内
の
有
害
鳥
獣
の
被
害
は
、

主
に
吉
野
川
北
岸
地
区
は
イ
ノ
シ

シ
と
サ
ル
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
、

南
岸
地
区
で
は
シ
カ
に
よ
る
杉
・

檜
の
植
林
木
の
被
害
な
ど
が
数
多

く
報
告
さ
れ
て
い
る
。
本
市
は
今

年
度
、「
美
馬
市
鳥
獣
被
害
防
止
計

画
」
を
策
定
し
、
地
域
で
の
取
組
み

を
支
援
す
る
た
め
、
国
・
県
の
補
助

制
度
を
活
用
し
、
捕
獲
機
材
や
電

気
柵
・
防
護
柵
等
を
導
入
す
る
と

と
も
に
、
地
域
の
自
治
会
と
相
談

し
、
鳥
獣
を
集
落
に
寄
せ
付
け
な

い
環
境
づ
く
り
等
を
推
進
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
今
後
と
も
猟
友

会
・
近
隣
市
町
や
四
国
４
県
と
連

携
し
、
広
域
一
斉
捕
獲
な
ど
、
鳥

獣
被
害
防
止
対
策
に
努
め
た
い
。

（
質

問
）

◎
農
業
振
興
に
つ
い
て

・
特
産
品
開
発
の
進
捗
状
況
と
今

後
の
取
り
組
み
は

（
答

弁
）
経
済
部
長

平
成

年
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

18

チ
ー
ム
を
結
成
し
、
地
産
地
消
を

基
本
と
し
た
地
場
産
品
の
ブ
ラ
ン

ド
化
と
販
売
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
ブ
ラ
ン
ド
化

に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
現

地
調
査
を
通
じ
、
地
域
資
源
の
発

掘
や
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

模
以
上
の
認
定
農
業
者
や
集
落
営

農
組
織
が
栽
培
す
る
米
、
麦
、
大

豆
等
を
対
象
に
、
そ
の
年
の
収
入

が
一
定
水
準
を
下
回
っ
た
場
合
、

そ
の
９
割
を
補
填
す
る
も
の
で
、

現
在
１
農
業
法
人
と
５
人
が
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
新
た
に
面

積
要
件
等
に
該
当
し
な
い
認
定
農

業
者
ま
た
は
集
落
営
農
組
織
で
も
、

本
市
の
判
断
で
加
入
で
き
る
「
市

町
村
特
認
制
度
」
を
創
設
し
、
新
し

く
１
人
が
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
今
後
と
も
、
美
馬
市
担
い
手

育
成
総
合
支
援
協
議
会
を
中
心
に
、

認
定
農
業
者
の
育
成
に
努
め
た
い
。

（
質

問
）

◎
農
業
振
興
に
つ
い
て

・
水
土
里
（
み
ど
り
）
情
報
利
活

用
促
進
事
業
に
つ
い
て

（
答

弁
）
経
済
部
長

市
町
村
や
農
協
、
土
地
改
良
区

な
ど
が
農
地
の
所
有
や
利
用
等
に

関
す
る
情
報
を
相
互
に
活
用
す
る

た
め
、
農
地
情
報
図
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）

を
都
道
府
県
単
位
で
整
備
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。
本
市
と
し
て

も
、
個
人
情
報
の
保
護
に
留
意
し

つ
つ
、
来
年
度
以
降
に
整
備
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
事
業
完
了
後

に
は
、
こ
の
農
地
情
報
図
を
基
に
、

業
務
の
効
率
化
を
図
り
た
い
。

（
質

問
）

◎
農
業
振
興
に
つ
い
て

議議議議議議議議議議議議議議議議

会会会会会会会会会会会会会会会会

だだだだだだだだだだだだだだだだ

よよよよよよよよよよよよよよよよ

議

会

だ

よ

りりりりりりりりりりりりりりりりり

９
月
議
会
定
例
会
が
９
月
３
日

か
ら

日
ま
で

日
間
の
日
程

24

22

で
開
か
れ
ま
し
た
。

美
馬
市
証
人
等
の
実
費
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
制
定
な
ど
22

議
案
と
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
経

営
状
況
に
つ
い
て
な
ど
の
報
告

６
件
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お

り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
最
終
日
に
は
議

員
提
案
さ
れ
た
「
美
馬
市
市
議
会

会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
」「
地
方
の
道
路
整
備
の
促

進
と
道
路
整
備
財
源
の
確
保
を

求
め
る
意
見
書
」「
新
た
な
過
疎

対
策
法
の
制
定
に
関
す
る
意
見

書
」
が
あ
り
、
す
べ
て
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

９
月
議
会
定
例
会

一
般
質
問
（
質
問
順
）

出
頭
、
ま
た
は
参
加
し
た
証
人
等

や
関
係
人
等
の
実
費
弁
償
に
関
し

必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

●
美
馬
市
証
人
等
の
実
費
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
制
定

市
議
会
、
市
選
挙
管
理
員
会
な

ど
、
市
の
機
関
の
求
め
に
応
じ
て

（
質

問
）

◎
農
業
振
興
に
つ
い
て

・
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
の

取
り
組
み
の
現
状
と
推
進

（
答

弁
）
経
済
部
長

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
事

業
と
は
、
収
入
が
不
安
定
な
農
家

経
営
を
支
援
す
る
た
め
、
一
定
規

予

算

●
平
成

年
度
美
馬
市
一
般
会
計

20

補
正
予
算
（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
６

億
６
０
０
万
円
を
追
加
し
、
平
成

年
度
予
算
を
１
８
６
億
２
，
２

20０
０
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

割
石

正
明
（

歳
、
岩
倉
）

61

人

事

条

例

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

久
保
田
哲
生

議
員
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の
分
別
等
を
行
い
、
一
般
廃
棄
物

の
焼
却
に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
総

排
出
量
の
削
減
に
も
努
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
市
民
の
皆
さ
ん

や
事
業
者
の
方
々
へ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
地
球
温
暖
化
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
広
報

等
で
普
及
・
啓
発
な
ど
の
情
報
提

供
を
行
っ
て
き
た
。
今
年
３
月
に

策
定
し
た
環
境
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
ご
み
の
減
量
化
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
削
減
に
努
め
、
地
球
温
暖

化
問
題
に
今
後
も
積
極
的
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
質

問
）

◎
環
境
問
題
に
つ
い
て

・
農
地
を
吸
収
源
と
し
て
の
活
用
は

（
答

弁
）
市

長

環
境
省
が
調
査
に
よ
り
、
農
地

で
有
機
物
を
施
用
し
た
場
合
に
、

Ｃ
Ｏ
２
を
削
減
す
る
効
果
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、

本
市
で
は
発
酵
鶏
糞
堆
肥
「
ミ
マ

有
機
」
の
利
用
を
推
進
し
て
い
る

が
、
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
と
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
の
両
面
か
ら
の

効
果
を
検
証
し
な
が
ら
、
エ
コ

フ
ァ
ー
マ
ー
の
増
員
と
合
わ
せ
て
、

農
地
を
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
源
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
質

問
）

◎
地
域
情
報
化
事
業
に
つ
い
て

（
質

問
）

◎
春
日
地
区
築
堤
に
つ
い
て

・
国
土
交
通
省
へ
の
要
望
に
つ
い
て

（
答

弁
）
副
市
長

現
在
、
美
馬
市
内
の
無
堤
地
区

は
、
脇
町
の
春
日
地
区
と
野
村
地

区
の
２
地
区
、
美
馬
町
の
沼
田
地

区
と
郡
里
地
区
の
２
地
区
で
、
合

計
４
箇
所
あ
る
。
こ
れ
ら
の
無
堤

地
区
の
解
消
は
、
美
馬
市
の
安
全

安
心
を
図
る
う
え
で
極
め
て
重
要

と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

市
議
会
吉
野
川
改
修
特
別
委
員
会

で
、
内
水
対
策
を
含
め
国
土
交
通

省
に
要
望
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
、

市
と
し
て
も
国
へ
強
く
要
望
を

行
っ
て
い
る
。
春
日
地
区
の
築
堤

に
つ
い
て
は
、
国
の
基
本
的
な
考

え
と
し
て
、
当
該
処
分
場
は
築
堤

完
成
後
に
は
河
川
内
と
な
り
、
洪

水
等
に
よ
り
ゴ
ミ
が
流
出
し
下
流

の
環
境
等
へ
の
悪
影
響
を
与
え
る

恐
れ
が
あ
る
た
め
、
ゴ
ミ
の
全
量

撤
去
が
絶
対
の
条
件
と
な
っ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
築
堤
事
業
は
、

こ
の
ゴ
ミ
問
題
を
解
決
し
な
い
か

ぎ
り
困
難
で
あ
る
と
判
断
し
て
い

る
。
市
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、

地
域
住
民
の
方
々
と
ね
ば
り
強
く

話
し
合
い
を
進
め
、
早
期
に
築
堤

事
業
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
。

に
つ
い
て

（
答

弁
）
教
育
次
長

江
原
北
小
学
校
の
教
室
棟
は
、

昭
和

年
に
建
設
さ
れ
、
老
朽
化

38

が
激
し
く
、
非
常
に
危
険
な
状
況

だ
っ
た
。
厳
し
い
財
政
事
情
の
中

で
は
あ
る
が
、
６
月
に
江
原
地
区

北
部
の
基
幹
校
で
あ
る
江
原
北
小

学
校
教
室
棟
の
改
築
に
着
手
し
、

子
ど
も
た
ち
に
木
の
温
も
り
を
感

じ
、
自
然
の
大
切
さ
を
考
え
な
が

ら
、
勉
学
に
励
ん
で
ほ
し
い
と
の

観
点
か
ら
、「
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
認
証
材
」

を
使
用
す
る
事
に
決
定
し
た
。
県

内
で
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
森
林
認
証
を
取
得

し
て
い
る
事
業
体
は
６
団
体
、
Ｓ

Ｇ
Ｅ
Ｃ
分
別
・
表
示
認
証
を
取
得

し
て
い
る
事
業
体
は

団
体
あ
り
、

10

入
札
時
の
仕
様
書
に
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
認

証
材
の
使
用
を
記
載
し
た
こ
と
は
、

公
正
・
公
平
性
の
確
保
が
で
き
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
、

江
原
北
小
学
校
を
モ
デ
ル
校
と
し

て
、
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
認
証
材
使
用
を
市

内
外
に
発
信
し
、
ひ
い
て
は
、
美

馬
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
で
き

る
よ
う
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
美
馬
市
の
環
境
は

も
と
よ
り
地
球
全
体
の
観
点
か
ら

も
、
自
然
に
優
し
い
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
森

林
認
証
制
度
の
推
進
を
図
っ
て
い

く
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い
。

（
質

問
）

◎
適
応
指
導
教
室
（
み
ま
っ
こ
教

室
）
に
つ
い
て

・
現
在
生
徒
は
何
名
い
る
の
か

・
ど
の
様
な
指
導
を
し
て
い
る
の
か

（
答

弁
）
教
育
長

平
成

年
度
か
ら
不
登
校
児
童

20

生
徒
の
自
立
と
学
校
へ
の
復
帰
を

支
援
す
る
た
め
に
、
旧
切
久
保
小

学
校
に
美
馬
市
適
応
指
導
教
室
を

開
設
し
た
。
事
業
の
総
予
算
は
２

０
０
万
円
、
そ
の
内
１
６
０
万
円

が
人
件
費
で
、
国
か
ら
の
委
託
料

が

万
円
含
ま
れ
て
い
る
。
現
在
、

85
小
学
生
１
名
、
中
学
生
１
名
が
入

室
し
て
お
り
、
教
室
で
は
、
ク
イ

ズ
を
取
り
入
れ
た
地
理
や
漢
字
の

学
習
な
ど
を
行
い
、
継
続
す
る
こ

と
の
大
切
さ
や
学
ぶ
喜
び
を
身
に

つ
け
さ
せ
よ
う
と
努
め
て
い
る
。

夏
休
み
前
の
段
階
で
市
内
に

名
16

の
不
登
校
児
が
お
り
、
原
因
・
要
因

は
一
人
ひ
と
り
異
な
り
、
そ
れ
ぞ

れ
に
応
じ
た
多
様
な
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
教

育
委
員
会
で
は
、
今
後
と
も
、
児

童
生
徒
の
自
立
と
学
校
へ
の
復
帰

に
向
け
取
り
組
み
た
い
。

（
質

問
）

◎
江
原
北
小
学
校
改
築
に
つ
い
て

・
認
証
材
（
Ｓ
Ｇ
Ｅ
Ｃ
）
の
使
用

・
管
理
運
営
シ
ス
テ
ム
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か

（
答

弁
）
企
画
総
務
部
長

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
は
民
間
の
通
信

事
業
者
が
行
い
ま
す
が
、「
音
声
告

知
放
送
」
や
「
テ
レ
ビ
の
自
主
放

送
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
の
番
組
づ
く
り

等
は
、
市
が
有
識
者
等
を
交
え

行
っ
て
い
く
。
サ
ー
ビ
ス
開
始
の

時
期
は
、
穴
吹
町
・
木
屋
平
地
区
が

月
か
ら
、
美
馬
町
・
脇
町
地
区
は

10光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
敷
設
工
事
が
完

了
次
第
、
開
始
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
主
な
サ
ー
ビ
ス
料
金
は
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
加
入
負
担
金

が
１
万
円
、
月
額
利
用
料
金
が
１
，

５
０
０
円
、
基
本
工
事
料
金
が
８
、

０
０
０
円
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
は
初
期
登
録
費
用
が
２
、

１
０
０
円
、
月
額
利
用
料
金
が
３
，

５
０
０
円
で
、
月
額
料
金
に
は
プ

ロ
バ
イ
ダ
ー
料
・
通
信
料
が
含
ま

れ
る
。
な
お
、
低
所
得
者
へ
の
優

遇
措
置
は
、
加
入
金
や
月
額
使
用

料
等
を
近
隣
市
町
に
比
べ
低
い
設

定
の
た
め
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い
。

最
後
に
、
共
聴
施
設
の
撤
去
に
伴

う
費
用
負
担
は
、
各
共
聴
施
設
は

そ
れ
ぞ
れ
の
共
聴
組
合
の
財
産
で

あ
る
た
め
、
共
聴
組
合
で
ご
負
担

い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

三
宅

仁
平

議
員
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（
質

問
）

◎
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

・
指
定
管
理
者
制
度
に
お
け
る
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ

（
答

弁
）
経
済
部
長

「
指
定
管
理
者
が
、
定
め
ら
れ
た

水
準
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
者
に
提

供
で
き
て
い
る
か
」
を
確
認
・
判

定
し
「
施
設
の
設
置
目
的
に
基
づ

い
て
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
経
費
の

節
減
が
図
ら
れ
て
い
る
か
」
を
検

証
す
る
こ
と
は
、
業
務
を
よ
り
良

い
も
の
に
改
善
し
て
い
く
上
で
重

要
な
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。
こ

の
業
務
改
善
の
成
果
を
十
二
分
に

生
か
す
こ
と
こ
そ
大
切
で
あ
り
、

次
回
の
公
募
時
に
は
、
よ
り
高
い

サ
ー
ビ
ス
水
準
を
応
募
者
に
求
め
、

指
定
管
理
者
に
は
施
設
の
管
理
を

行
う
中
で
更
な
る
業
務
改
善
を

図
っ
て
い
く
と
い
う
、
常
に
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
意
識
し
た
指
定

管
理
者
制
度
の
運
用
を
図
っ
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
本
市
で

は
、
平
成

年
度
か
ら
指
定
管
理

18

者
制
度
を
導
入
し
、
民
間
経
営
の

発
想
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
行
政
コ

ス
ト
の
縮
減
を
図
っ
て
き
た
。
ま

た
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
運
営
に
あ

た
っ
て
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
そ

◎
「
に
し
阿
波
観
光
圏
協
議
会
」

の
設
立
に
つ
い
て

・
計
画
案
の
中
身
は

・
美
馬
市
と
し
て
の
対
応
等

（
答

弁
）
経
済
部
長

「
に
し
阿
波
観
光
圏
協
議
会
」
は

県
西
部
の
２
市
２
町
を
核
に
、
徳

島
県
や
観
光
協
会
、
商
工
会
等
26

団
体
が
構
成
員
と
し
て
、
８
月
に

設
立
さ
れ
た
。
観
光
地
相
互
間
の

連
携
に
よ
っ
て
一
つ
の
観
光
圏
を

形
成
し
、
そ
の
観
光
の
魅
力
を
増

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
内
外
か

ら
の
観
光
旅
客
の
来
訪
や
滞
在
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
県
西

部
４
市
町
の
地
域
資
源
の
掘
り
起

こ
し
や
地
域
資
源
や
周
遊
コ
ー
ス

の
公
募
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
な

ど
を
通
じ
て
「
プ
ラ
ス
１
泊
」
の

滞
在
促
進
を
図
る
な
ど
の
ソ
フ
ト

事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
本
市

と
し
て
も
、
美
馬
市
特
有
の
施
設

や
資
源
を
活
用
し
た
観
光
行
政
を

展
開
し
、
美
馬
市
の
素
晴
ら
し
さ

を
外
国
か
ら
の
来
訪
者
に
も
ア

ピ
ー
ル
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
質

問
）

◎
美
馬
市
に
お
け
る
下
水
道
事
業

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
市
内
の
事
業
取
り
組
み
状
況
は

ど
の
程
度
か

・
今
後
の
方
針
は

年
度
に
お
け
る
財
政
効
果
額
は
、

歳
入
歳
出
併
せ
た
目
標
額
が
約
12

億
５
，
０
０
０
万
円
で
あ
っ
た
の

に
対
し
、
約
７
，
０
０
０
万
円
上

回
る
約

億
２
，
０
０
０
万
円
と

13

な
っ
た
。
今
後
と
も
、
行
財
政
改

革
に
着
実
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
、
本
市
の
行
財
政
シ
ス
テ
ム
を

揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
し
た
い
。

（
質

問
）

◎
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

・
本
年
度
か
ら
の
事
務
事
業
評
価

の
進
め
方
に
つ
い
て

（
答

弁
）
企
画
総
務
部
長

本
市
の
事
務
事
業
は
、
平
成
19

年
度
で
は
総
数
で
約
１
２
０
０
の

事
務
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
主
要
な

事
務
事
業
を
中
心
に
評
価
を
実
施

し
て
い
る
。
今
後
、
さ
ら
に
評
価

の
客
観
性
や
透
明
性
を
向
上
さ
せ

る
た
め
、
学
識
経
験
者
や
市
民
な

ど
外
部
の
方
で
構
成
さ
れ
る
「
評

価
委
員
会
」
を

月
に
開
催
し
、
専

10

門
家
や
市
民
の
視
点
か
ら
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
、
今
後
の
事
務
事

業
の
改
善
等
に
反
映
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の

評
価
結
果
の
概
要
を
、
年
度
末
ま

で
に
公
表
を
し
た
い
。

（
質

問
）

集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
現

職
員
数
か
ら
１
０
７
名
の
職
員
を

減
員
す
る
予
定
で
、
試
算
値
に
す

る
と
約
７
億
８
，
０
０
０
万
円
の

財
政
効
果
が
予
測
さ
れ
る
。
今
後

の
組
織
機
構
の
方
向
性
と
し
て
は
、

定
員
適
正
化
に
よ
る
職
員
数
の
減

少
や
国
・
県
の
権
限
移
譲
等
の
状

況
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
組
織

機
構
の
再
編
に
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
る
。

（
質

問
）

◎
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

・
行
財
政
シ
ス
テ
ム
改
革
の
後
期

実
施
計
画
に
お
け
る
進
捗
状
況
に

つ
い
て

（
答

弁
）
企
画
総
務
部
長

後
期
実
施
計
画
に
お
け
る
平
成

年
度
の
実
績
は
、
歳
出
面
で
退

19職
者
不
補
充
や
給
与
カ
ッ
ト
等
の

人
件
費
の
削
減
に
よ
り
、
目
標
を

約
１
億
６
，
０
０
０
万
円
程
上
回

る
約
５
億
６
，
０
０
０
万
円
の
減
、

ま
た
、
内
部
管
理
経
費
や
補
助
金

等
の
見
直
し
に
よ
り
、
目
標
を
約

１
億
７
，
０
０
０
万
円
程
上
回
る
、

約

億
８
，
０
０
０
万
円
の
削
減

12
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
歳
入
面

で
は
、
市
税
等
の
徴
収
率
の
向
上

に
よ
り
約
１
，
４
０
０
万
円
の
増
。

ま
た
、
未
利
用
財
産
で
は
、
処
分

地
数
９
件
で
約
２
，
６
０
０
万
円

と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
平
成
19

れ
ぞ
れ
の
施
設
の
経
営
状
況
が
悪

化
し
、
様
々
な
問
題
点
が
出
て
き

て
い
る
。
第
三
セ
ク
タ
ー
の
運
営

状
態
は
、
直
接
市
の
財
政
に
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
こ
の
ま
ま

放
置
で
き
な
い
問
題
で
あ
り
、
市

と
し
て
も
抜
本
的
な
対
策
を
講
じ

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
こ
れ
ま
で
一

定
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
し

か
し
、
社
会
情
勢
も
大
き
く
変
化

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
今
後
十

分
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

※
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
…
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）、
Ｄ

Ｏ
（
実
施
・
実
行
）、
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
点

検
・
評
価
）、
Ａ
Ｃ
Ｔ
（
処
置
・
改
善
）

の
略
で
、
こ
れ
ら
４
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を

１
つ
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
捉
え
組
織

を
運
営
し
て
い
く
事
で
、
継
続
的
な
改

善
を
図
る
手
法

（
質

問
）

◎
職
員
採
用
に
つ
い
て

・
職
員
採
用
の
妥
当
性

（
答

弁
）
市

長

美
馬
市
と
類
似
す
る
団
体
の
平

均
的
な
職
員
数
は
３
９
０
名
で
、

本
市
に
置
き
換
え
る
と
、
公
営
企

業
会
計
職
員
を
含
め
て
４
３
９
名

程
度
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
現
在
の
本
市
の
総
職
員
数
は

５
０
３
名
で
あ
り
、
今
後
の
７
年

間
で
１
６
７
名
の
職
員
が
退
職
す

る
が
、
採
用
は

名
程
度
と
し
、

60

藤
田

元
治

議
員

川
西

仁

議
員
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（
答

弁
）
市

長

穴
吹
町
で
実
施
し
て
い
る
公
共

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
面
整
備
率
は
約

％
で
あ
り
、

55

美
馬
町
で
進
め
て
い
る
農
業
集
落

排
水
事
業
は
、
平
成

年
度
の
供

21

用
開
始
に
向
け
整
備
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
合
併
浄
化
槽
に
つ
い

て
は
、
平
成

年
度
末
現
在
、
市

19

内
に
１
，
５
２
６
基
ほ
ど
設
置
さ

れ
、
年
間
１
０
０
基
程
度
の
設
置

を
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
今

後
の
方
針
と
し
て
は
、
旧
町
村
単

位
で
策
定
し
た
計
画
で
は
、
現
在

進
め
て
い
る
事
業
の
他
に
、
農
業

集
落
排
水
事
業
で
は
美
馬
町
が
４

地
区
、
脇
町
が
４
地
区
の
計
８
地

区
、
公
共
下
水
道
事
業
で
は
脇
町
・

穴
吹
町
で
各
１
地
区
が
計
画
さ
れ

て
い
る
が
、
事
業
費
が
約
３
５
０

億
円
程
度
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、
終

末
処
理
場
の
用
地
確
保
の
問
題
な

ど
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
も
多
く
抱
え
て
い
る
。
従
っ

て
、
今
後
は
現
在
旧
町
村
単
位
で

策
定
し
た
計
画
の
見
直
し
を
図
り
、

本
市
の
財
政
状
況
も
十
分
考
慮
に

入
れ
、
投
資
効
果
や
緊
急
性
、
地

域
の
実
状
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案

し
、
慎
重
か
つ
計
画
的
に
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る

た
め
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い
。

（
質

問
）

◎
小
・
中
学
校
の
「
二
学
期
制
」

に
つ
い
て

・
成
果
が
ど
の
様
に
、
ど
の
程
度
で

て
い
る
の
か

・
今
後
の
取
り
組
み
と
方
針
は

（
答

弁
）
教
育
長

昨
年
度
末
に
各
学
校
に
対
し
、

二
学
期
制
導
入
に
よ
る
授
業
時
数

お
よ
び
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
新
し
く
実
施
し

た
小
学
校

校
中
８
校
、
中
学
校
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６
校
中
５
校
か
ら
、
授
業
時
数
が

増
加
し
た
と
い
う
結
果
が
で
た
。

ま
た
、「
二
学
期
制
」
を
導
入
し
た

こ
と
に
よ
り
、「
夏
休
み
、
冬
休
み

の
直
前
ま
で
通
常
の
学
習
活
動
が

で
き
た
」「
長
期
休
業
前
の
あ
わ
た

だ
し
い
時
期
を
落
ち
着
い
て
迎
え

る
こ
と
が
で
き
、
き
め
細
か
な
指

導
が
で
き
た
」
な
ど
の
プ
ラ
ス
評

価
が
あ
る
一
方
、「
９
月
か
ら

月
10

に
行
事
が
重
な
り
、
あ
わ
た
だ
し

い
」「
学
期
の
途
中
に
長
期
休
業
が

あ
る
た
め
、
課
題
意
識
を
持
っ
て

迎
え
に
く
い
」
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス

評
価
も
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
「
二
学
期

制
」
が
定
着
し
た
と
は
い
え
な
い
状

況
も
う
か
が
わ
れ
た
。
教
育
委
員
会

と
し
て
は
、
今
後
も
成
果
や
課
題
に

つ
い
て
検
証
し
な
が
ら
、
引
き
続
き

「
二
学
期
制
」
の
定
着
に
向
け
て
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

最近、銀行・郵便局・コンビニのＡＴＭからお金を振り込ませる「振り込めサギ」の被害が多発して

います。一例として還付金サギの手口と対策を紹介します。被害に遭わないように注意しましょう。

還付金サギの手口

①社会保険事務所や税務署、市役所などの公的機関を

装って、『税金』、『年金』、『医療費』などの還付がある

と電話をしてくる。

②丁寧な言葉づかいで説明し、ＡＴＭへ誘導する。

③残高照会の確認について説明すると偽り、振り込み操

作を行わせる。

被害にあわないための対策

①「還付手続きのため」との電話に注意する

公的機関は還付に関する手続きを書面で行います。また、

ＡＴＭを利用して還付手続きをお願いすることはありま

せん。このような電話はサギと判断してください。

②問い合わせ先の電話番号は改めて自分で調べる

不審な話を持ちかけてきた人物には折り返して電話をしてはいけません。

問い合わせ先については、改めて電話帳などで調べなおしてください。

③落ち着いて考える

事実であるかの確認ができない請求は、絶対に振り込みに応じないこと。決して一人で判断せず、ご

家族・警察・市役所・県消費者情報センター・各金融機関の窓口などに相談してください。

●問い合わせ・相談先

徳島県警（県民の声１１０番）緯０８８653９１１０または美馬警察署緯碓52０１１０、つるぎ警察署緯碓62３１１０

徳島県消費者情報センター緯０８８623０６１２

商工観光課 緯碓52２６４４

振り込めサギの被害が多発しています
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家計簿 ９月定例議会で、平成19年度の決算が認定

されましたので、その概要をお知らせします。

歳出の内訳を目的別（グラフ②）と性質

別（グラフ③）で表しています。

決算総額は、行財政改革による事業の見

直しや職員の給与カットなど、緊縮財政に

努めた結果、昨年度より11億6,747万６千

円少ない、172億2,281万３千円となりま

した。

目的別に見ると、福祉・保健に係る費用

（民生費）が全体の約４分の１を占め、続い

て借入金の返済に係る費用が大きな割合

を占めています。

また、地域情報化基盤整備事業の実施に

より行政の運営に係る費用が、全体の約６

分の１と、これに続いて大きな役割となっ

ています。

性質別では、人件費や借金返済のための

公債費などの義務的経費が、91億722万１

千円と全体の半分以上を占めました。

歳出の特徴
（グラフ②、③参照）

グラフ②

グラフ③

私たちが負担した市税、

私たちに使われた経費
市民一人当たりの税金（平均）

87,765円
市民一人当たりに使われる一般会計予算

（平均）

509,174円

※平成20年9月1日現在の人口33,825人

で計算しています。

※負担した市税には、法人市民税や法人の

固定資産税なども含まれています。

平成19年度一般会計
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おしらせします 市の

※資本的収入額が支出額に不足する額については、当年度分消費税および地方消費税資本的収支調整額、当年度分損益勘定留保
資金および内部留保資金で補てんしました。

歳入歳出差引残額支出決算額収入決算額会 計 名

4,856万0千円5億2,491万7千円5億7,347万7千円収益的収支
水 道 事 業 会 計

△3億1,621万6千円5億4,215万4千円2億2,593万8千円資本的収支

△2億6,765万6千円10億6,707万1千円7億9,941万5千円計

歳入歳出差引残額歳出決算額歳入決算額会 計 名

93万3千円3,278万8千円3,372万1千円住宅新築資金等貸付事業特別会計

2億1,264万2千円39億0,812万1千円41億2,076万3千円事業勘定
国民健康保険特別会計

1,229万1千円2億2,471万1千円2億3,700万2千円直診勘定

0円47億4,545万3千円47億4,545万3千円老 人 保 健 特 別 会 計

1億1,246万8千円31億4,888万4千円32億6,135万2千円保険勘定
介 護 保 険 特 別 会 計

337万1千円4,722万3千円5,059万4千円サービス勘定

710万1千円2億6,221万0千円2億6,931万1千円公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計

3,334万3千円3億6,862万8千円4億0,197万1千円農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計

233万2千円4,030万1千円4,263万3千円美馬温泉保養センター事業特別会計

183万9千円462万1千円646万0千円一 の 森 ヒ ュ ッ テ 事 業 特 別 会 計

1,122万0千円3億2,288万4千円3億3,410万4千円簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

平成19年度特別会計・企業会計決算

グラフ①

企業会計

歳入の特徴（グラフ①参照）

自主財源の柱である市税は歳入全体の

16.9％と昨年度より2.7ポイント（２億

9,315万２千円）の増加。また、市有地売却

による財産収入が対前年度112.5％（2,583

万円）増加するなど、市は自主財源の確保

に努めていますが、依然として自主財源が

22.9％（昨年度21.2%）と低く、今後も財

源の確保が厳しい状況が続くことが予想

されます。

平成19年度一般会計

特別会計
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平成19年度決算に基づく健全化判断比率等の算定結果

平成19年６月に公布された「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定により、毎年度、「健全化

判断比率」および公営企業の「資金不足比率」を監査委員の審査に付したうえで、市議会に報告するとともに、

市民の皆さんに公表することが義務づけられました。

平成20年度決算からは、健全化判断比率のいずれかが早期健全化基準を超えた場合、または資金不足比率

が経営健全化基準を超えた場合は、議会の議決を経て財政（経営）健全化計画を策定し、財政（経営）の健全

化を図ることになります。

●実質赤字比率

家計に例えると、年収に占める年間の赤字の割合

●連結実質赤字比率

一般会計、特別会計の実質収支額、公営企業会計

の資金剰余（不足）額の合計が赤字となった場合、

標準財政規模に対する赤字額の割合

●実質公債費比率

家計に例えると、年収に占める年間の借金返済額

の割合

●将来負担比率

家計に例えると、負債残高が年収の何年分に相当するかを示した

割合

●資金不足比率

公営企業会計に係る資金不足の事業規模（事業収入）に対する割合

●早期健全化基準、経営健全化基準、財政再生基準

これらの基準を超えると、財政（経営）の健全化（再生）を図る計

画を策定することや外部監査が義務づけられます。

※４ 10.0％を超えると地方債許可団体に移行します。

※１ 本市は、実質赤字額および連結実質赤字額がないため「－」で表示し、参考として黒字の比率を（ ）内にマイナ

ス表記しています。

※２ 本市の場合、実質赤字比率が6.3％を超えると地方債許可団体に移行します（財政規模により変動）。

※３ 実質公債費比率が18.0％を超えると地方債許可団体に移行します。

○各公営企業における「資金不足比率」については、平成19年度決算において資金不足を

生じた公営企業がないため、該当ありません。

経営健全化基準平成19年度美馬市特 別 会 計指標

20.00％

－ ％水道事業会計
⑤
資
金
不
足
比
率
※4

－ ％公共下水道事業特別会計

－ ％農業集落排水事業特別会計

－ ％美馬温泉保養センター事業特別会計

－ ％一の森ヒュッテ事業特別会計

－ ％簡易水道事業特別会計

○平成19年度美馬市各会計の決算に基づき健全化判断比率を算定したところ、下表のとお

り、いずれの指標についても早期健全化基準、財政再生基準を下回りました。

財政再生基準早期健全化基準平成19年度美馬市指 標

20.00％13.12％
－ ％

※１（△2.68％）
①実質赤字比率※２

健
全
化
判
断
比
率

40.00％18.12％
－ ％

※１（△8.74％）
②連結実質赤字比率

35.0％25.0％17.2％③実質公債費比率※３

350.0％145.1％④将来負担比率
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公の施設の指定管理者を募集します

●指定管理者を募集する施設

下記の施設について指定管理者の募集を行います。

応募団体の中から、選定基準に照らし最も適当な団体を候補者として選定し、議会の議決を経て管理者とし

て指定します。

施設ごとの募集内容については、それぞれの施設担当課にお問い合せください。

●募集要綱の配布および申請受付期限

10月31日（金）まで（郵送の場合は当日消印有効）

●公募施設

担 当 課指定期間所 在 地施 設 名

保険福祉部

生活福祉課

緯碓52５６０４

平成21年4月01日

～

平成24年3月31日

脇町大字脇町1265番地１脇町老人福祉センター

教育委員会

体育振興課

緯碓63３１９９

平成21年4月01日

～

平成24年3月31日

脇町字新町196番地

美馬市都市公園

新町公園

多目的体育館

温水利用型運動施設

教育委員会

体育振興課

緯碓63３１９９

平成21年4月01日

～

平成24年3月31日

美馬町字境目44番地1 ほか
吉野川河畔

ふれあい広場

経済部

農政課

緯碓52２６３３

平成21年4月01日

～

平成24年3月31日

穴吹町穴吹字野山1番地5 ほか空野放牧場

木屋平総合支所

経済建設課

緯碓68２７１５

平成21年4月01日

～

平成24年3月31日

木屋平字川井25番地4木屋平特産物販売センター

指定管理者制度

指定管理者制度とは、多様化するニーズに、より効果的・効率的に対応するため、公の

施設に民間能力を活用し、サービスの向上・経費の削減等を図ることを目的に創設された

制度です。

これまで「公の施設」の管理運営は、公共性確保の観点から、市の出資法人や公共的団

体等に限られていましたが、これにより民間事業者やＮＰＯ法人、ボランティア団体等の

幅広い団体にも管理運営をゆだねることができるようになり、公の施設の管理運営に民間

の能力を積極的に導入することが可能となっています。
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開催場所行 事 名開催時間11月

マルナカ脇町店２階アインシュタインＬＯＶＥ企画展10:30～20:001日土
マルナカ脇町店２階アインシュタインＬＯＶＥ企画展10:00～20:00～７日金２日土
脇町劇場オープニング「みまっこ合唱団」9:40～10:001日土
脇町劇場開会式10:00～10:301日土
脇町劇場芸能発表10:30～18:001日土
うだつアリーナ玄関オープニング「三味線もちつき」13:00～13:201日土
うだつアリーナ芸術作品等展示13:00～19:001日土

脇町劇場
子ども映画鑑賞会「河童のクゥと夏休み」
※小学生対象、事前申込みが必要

9:30～18:30２日日

うだつアリーナ芸術作品等展示9:00～19:00２日日
うだつアリーナ芸術作品等展示9:00～15:00３日月

脇町劇場
文化立県とくしま推進事業
「美馬市映像フェスティバル」

14:00～17:00３日月

美馬地区一円文化財探訪ウォーキング9:00～12:008日土
寺町・美馬郷土博物館寺町寺宝公開10:00～16:008日土

脇町祥雲閣
文化講演会
講演者 江口大象（書道家・日展審査員）

13:30～15:3022日土

開催場所行 事 名開催時間10月

脇町祥雲閣
アインシュタインＬＯＶＥ記念公演
「独創ということ」西澤 潤一（首都大学東京学長）

10:00～11:1531日金

脇町祥雲閣
アインシュタインＬＯＶＥシンポジウム
「アインシュタインと私」

13:30～16:0031日金

◆文化祭行事◆

第
４
回美

馬
市
文
化
祭

文
化
の
祭
典
「
第
４
回
美
馬
市
文
化
祭
」
が
、
下
記
の
日
程
で
開
か
れ
ま
す
。
多
彩
な
催
し
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

美
馬
市
文
化
祭
実
行
委
員
会
（
生
涯
学
習
課
内
）
緯
碓63
２
１
７
７
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開催場所行 事 名11月

クリーンセンター美馬前庭西阿分会錦鯉品評会２日日
うだつアリーナ茶会２日日
郡里小学校三世代交流カローリング大会２日日
穴吹スポーツセンター第４回美馬市カローリング交流大会２日日
穴吹スポーツ広場ソフトテニス大会２日日
うだつアリーナテニスコートテニス教室・テニス大会～３日月２日日
吉田邸「藍商佐直」三味線もちつき３日月
岩倉小学校グラウンド第４回少女ソフトボール交流大会３日月
美馬市民グラウンドターゲットバードゴルフ大会５日水
脇町劇場美馬市三味線もちつき子ども教室発表会８日土
脇町劇場琴伝流 大正琴演奏会９日日
脇町福祉センター民舞発表会９日日
脇町武道場第４回うだつ少年柔道錬成大会９日日
四国三郎の郷パークゴルフ場パークゴルフ大会兼四国三郎パークゴルフ11月大会９日日
マルナカ脇町店２階美馬市文化協会詩吟大会15日土
吉野川河畔ふれあい広場少年野球池月杯～16日日15日土
うだつアリーナ婦人バレーボール大会23日日
うだつアリーナ第４回美馬市民卓球大会30日日
脇町福祉センター囲碁大会11月中

◆文化祭協賛行事◆（10月9日以降に実施のものについて掲載）

開催場所行 事 名12月

新町公園美馬市グラウンドゴルフ大会２日火
うだつアリーナ美馬少女バレーボール大会６日土

開催場所行 事 名10月

脇町中・市民グラウンド美馬市文化祭協賛ソフトボール大会～2週間6日月
うだつアリーナうだつコミュニティースポーツクラブソフトバレーボール交流大会12日日
安楽寺能楽堂源氏物語千年記念能楽鑑賞会18日土
そえだにＭＧコースマレットゴルフ大会22日水
うだつアリーナうだつコミュニティースポーツクラブカローリング交流会23日木
吉田邸「藍商佐直」橋本正弘絵画展～11/9日25日土
重清東小学校体育館第３回美馬市空手道大会26日日
脇町福祉センター俳句大会26日日
新町公園美馬市健康ウォーキング大会26日日
吉田邸「藍商佐直」東側うだつ菊花展～11/7金28日火
林照寺菊花展～11/5水29日水

■記念講演（午前10時～11時15分）

「独創ということ」西澤潤一氏（首都大学東京学長）

■美馬市立三島中学校によるプラスワンスクール

推進事業成果発表会 （午後１時30分～２時）

■シンポジウム（午後２時10分～４時）

テーマ「アインシュタインと私」

アインシュタイン博士や三宅速博士にゆかりのあるパネリストによる

シンポジウム

■アインシュタインＬＯＶＥ企画展

（午前10時～午後８時〔１日は午前10時30分～〕）

ノーベル物理学賞記念メダルなど、アインシュタインに関する品々を展示

●問い合わせ先 美馬市アインシュタインラブin美馬市

実行委員会（秘書広報課内）緯碓52８００６

会場／脇町祥雲閣

会場／マルナカ脇町店

うだつフォーラム
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美馬市の伝統芸能三味線もちつきを子どもたちへ受

け継いでいこうと、三味線もちつき保存会うだつでは、

文化庁の伝統文化子ども教室事業の委嘱を受け、市内の

子どもたち21人に教えています。子どもたちは練習を

重ねるたびに腕を上げており、文化祭中に次のところで

発表会を行います。かわいい子どもたちの腕前をぜひ、

ご覧ください。

●と き 11月８日（土）午前10時から

●ところ 脇町劇場オデオン座

●問い合わせ先 田中氏宅緯碓52３４２２

～ 伝統文化三味線もちつきを子どもたちに～

▲子どもたちの腕前はめきめきと上達しています

南海地震に備える孤立化対策研修が、９月11日、木屋

平老人福祉センターで、約50人が参加し開かれました。

大地震の際、急傾斜地が多いため、孤立化する可能性

が高いとされる木屋平地域を対象に行われている当研

修の第３回目は、地図上に南海地震発生に備え危険箇

所・避難ルート・避難場所などを書き込んでいく図上訓

練を実施。図上訓練を行うことであらためて様々な課

題が浮かび上がり、それに対しての対応策・検討策を

ワークショップ形式で話し合いました。

次回は11月に実地訓練を行う予定です。

～ 図上訓練をふまえて孤立化対策を考える～

▲危険箇所を図上に書き込む参加者

昨年発足した江原中学校柔道部が、９月14日に愛媛

県で開かれた「第57回近県柔道大会」で見事、優勝を

飾りました。

同大会の中学校の部には、徳島県や愛媛県から26

チームが参加。江原中学校柔道部は結成２年目で１・２

年生のみの出場にもかかわらず、初の栄冠に輝きました。

●出場選手（江原中学校Ａ）

川本圭一くん（１年） 篠原敏孝くん（２年）

向井直紀くん（２年）

～江原中学校柔道部が結成２年目で近県大会で優勝～

▲結成２年目で華々しい活躍
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大阪府豊中市で「観光物産キャンペーン」

を９月13～15日に開催しました。

会場には美馬市の特産品販売のほか、美

馬町三頭地区の「三頭そば」の実演販売を

行い、多くの方が味わいに訪れました。ま

た、観光アンケート実施と併せて美馬市産

ブルーベリージャムのキャンペーンを行い、

訪れた人は高い関心を寄せていました。

～大阪府豊中市で
観光物産キャンペーン～

市・市観光協会では、関西在住の人を対象

に吉野川や農業の体験をメインとした「四

国のまほろば美馬市体験ツアー」を８月26、

27日に開催しました。「ＡＭＥＭＢＯ」の協

力による吉野川でのカヌー体験や、美馬町

三頭地区で「百笑一起の会」の協力による

野菜収穫体験を実施。参加者からは「いろ

んな農業体験やカヌーをもっとしたい」「ま

た美馬市に来たい」と好評でした。

～四国のまほろば
美馬市体験ツアー～

市では、９月20日、「美馬市民の日」と

題し、湘南ベルマーレ戦に美馬市民を無料

招待しました。

当日は試合観戦のほか、試合前には美馬

市の伝統芸能「三味線もちつき」や物産展

を行い、来場者へ美馬市のアピールを行い

ました。また、ゲームは引き分けに終わり

ましたが、美馬市民がエスコートキッズや

ボールパーソンを努め、試合を盛り上げま

した。

～「美馬市民の日」の開催～

市では、９月13・14日に移住促進を目的

に、故郷の魅力を体験してもらう「ふるさと

交流」を行いました。近畿美馬市ふるさと

会会員の家族ら25人が参加し、脇町の観光

りんご園でリンゴ狩りを楽しんだり、美馬

町の重清北小学校で地元産のそば粉を使っ

た、そば打ち体験を行いました。

また、美馬市の関係者との懇親会も開か

れ、ふるさと「美馬市」のよさを感じても

らいました。

～美馬市の魅力を再発見～
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停留所名発車時刻

㈱フレックスサンコー前8：30

江原東小学校8：40

金川神社前8：45

椚 野8：50

茶 園9：00

上曽江9：02

下曽江9：05

拝 北9：10

農協スタンド前9：12

拝原農協前9：15

脇町２（古屋敷・御所野発）

停留所名発車時刻

西野商店前（北庄）8：30

佐古商店前8：35

市役所脇町庁舎8：45

大谷鳥居前9：05

大谷小学校前9：10

西野商店前（大谷）9：12

藤岡商店前9：15

脇町３（北庄発）

停留所名発車時刻

清 水8：30

平 間8：33

夏 子8：37

宮 井8：40

谷 口8：43

落 合8：45

番 所8：50

中西車体前8：55

㈱宇山商事横（共進）9：00

拝 東9：05

拝 中9：10

電話局前9：13

八幡下9：15

専売所下9：17

中央橋9：20

門田税理事務所前9：23

脇町本町9：25

脇町１（清水発）

停留所名発車時刻

西 村8：40

宮 北8：41

竹ノ内8：42

ＪＡ谷口給油所前8：45

中ノ谷8：47

沼 田8：48

西ノ久保8：50

美馬天神8：52

喜 来8：53

寺 町8：55

馬 次8：57

美馬郵便局前9：00

一番坂9：02

轟神社裏9：03

川原町9：05

美馬町（西村発）

※美馬町のバスは、県道鳴門・

池田線を通ります。

【問い合わせ先】

生活福祉課緯碓52５６０４

戦 没 者 追 悼 式 の 案 内

平成20年度の美馬市戦没者追悼式が下記の日程で開かれます。

ɜと き 11月14日（金） 10時開式（受付は９時から）

ɜところ うだつアリーナ（美馬市脇町新町196番地）
※出席のハガキを出された人は、当日必ず案内状を持参してください。

※会場への送迎バス（下・左表）が出ます。最寄りの停留所でご乗車ください。

戦没者追悼式送迎バス時刻表

停留所名発車時刻

奥本秀夫氏宅前8：00

平帽子小学校前8：10

森中商店前8：20

オートワーク芝前8：35

野村橋8：50

試験場下8：55

木ノ内9：00

岩倉郵便局前9：05

岩倉小学校前9：08

馬木駐在所前9：13

新 町9：15

脇町４（平帽子発）
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地域活動を支援します 平成21年度コミュニティ助成事業

戦没者追悼式送迎バス時刻表

停留所名発車時刻

滝の宮7：30

谷口（荒川氏宅前）7：35

森遠下7：38

弓道口7：40

八幡（天毎木氏宅前）7：45

内川地橋7：48

川井（総合支所前）7：55

南張（谷西商店前）8：00

三ツ木集会所8：05

二戸口8：10

桑柄橋8：15

樫原谷8：20

川瀬橋8：23

上受橋8：30

高 橋8：35

古 宮8：40

木屋平（滝の宮発）

※穴吹町の古宮地区の人は、木屋平方面から来るバスを

利用され、川瀬橋、上受橋、高橋、古宮の各停留所で

ご乗車ください。

停留所名発車時刻

竹田石油8：30

東分停留所8：35

喫茶アミコ8：40

近見板金8：45

大塩石油8：50

美馬木材市場入口8：55

中島団地入口9：00

穴吹駅9：05

穴吹町２（竹田石油発）

停留所名発車時刻

白人神社8：30

調子野橋8：33

知野橋8：35

丸山橋8：40

中野宮8：45

天神橋8：50

初 草8：55

大谷商店9：00

ＪＡ美馬穴吹支所9：05

西部陸運前9：08

穴吹駐在所横9：10

穴吹町１（白人神社発）

コミュニティ助成事業は、（財）自治総合センターの宝くじ普及広報に関わる収入を財源とし、活動

支援をすることで、コミュニティの健全な発展を図るものです。助成の対象となるコミュニティ組織は、

市内の自治会や地域的な共同活動を行っている団体またはその連合体です（特定の目的のために組織さ

れた宗教団体や営利団体、公益法人、趣味の愛好会など、その活動が地域に密着しているとは言い難い

団体等は除きます）。

平成21年４月以降の実施予定で、下表のような活動にかかる費用の一部を助成します。
佼 佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼

助成を希望される団体等は、10月20日（月）までにふるさと振興課へお問い合わせください。
佼 佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼佼

助成の対象となる活動内容 （平成21年度事業実施要網より）

【申込・問い合わせ先】ふるさと振興課緯碓52８００９

助成金額活 動 内 容事業の種類

100万円～250万円
環境美化、健康増進、交通安全、防犯、まつり、運動会、文化、
学習、レクリエーション、福祉活動、必要な設備など

一般コミュニティ
助成事業

50万円～200万円
広場・公園やコミュニティ施設周辺への植樹、植栽、花壇整備
に要する苗や用具など

緑化推進コミュニティ
助成事業

対象総事業費の3/5以内
（上限1,500万円）

コミュニティセンターの建設本体工事費、付帯設備（電気・空
調・衛生等）工事費と一体となった設計管理委託費（既存施設
の増改築および修繕にかかる費用は対象外）

コミュニティセンター
助成事業

30万円～100万円
スポーツ・レクリエーション活動、文化・学習活動・コミュニ
ティイベント活動などのソフト事業

青少年健全育成
助成事業
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秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

月
９
日
～

日

11

15

ɜ入園願書と申込先

各幼稚園から入園願書の書類が郵送されます。入園を希望される該当園児の保護

者は、必要事項を記入のうえ、各幼稚園に申し込んでください。

ɜ脇町幼稚園４歳児の募集
娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

平成21年度から４歳児の入園募集を始めます。

ただし、入園希望者が20人を超える場合は抽選とします。

ɜ申込受付期限 11月4日（火）まで

ɜ問い合わせ先 各幼稚園または教育総務課緯碓63３１８０にお問い合わせください。

該当児年齢電話番号所 在 地幼稚園名

３歳児

４歳児

５歳児

緯碓53９９４７脇町字西赤谷3744番地2江 原 北 幼 稚 園

緯碓53６６０４脇町字西俣名1069番地清 水 幼 稚 園

緯碓52２５６５脇町字東俣名320番地江 原 東 幼 稚 園

緯碓68３７３３木屋平字谷口235番地1木 屋 平 幼 稚 園

４歳児

５歳児

緯碓53５２７４脇町字拝原833番地江 原 南 幼 稚 園

緯碓52００８６脇町大字猪尻字西ノ久保116番地脇 町 幼 稚 園

緯碓53５２７５脇町岩倉2901番地岩 倉 幼 稚 園

緯碓63５３１２美馬町字助松158番地郡 里 幼 稚 園

緯碓63５９１２美馬町字天神63番地1喜 来 幼 稚 園

緯碓63５９１１美馬町字南原26番地芝 坂 幼 稚 園

緯碓63５６５７美馬町字大泉51番地1重 清 東 幼 稚 園

緯碓63４００５美馬町字八幡115番地重 清 西 幼 稚 園

緯碓53７５５４穴吹町三島字三谷374番地三 島 幼 稚 園

緯碓53７５５６穴吹町穴吹字柏40番地穴 吹 幼 稚 園

緯碓56０２３３穴吹町口山字宮内29番地1宮 内 幼 稚 園

平成21年度 美馬市立幼稚園入園願書の受け付け

美馬市では、平成21年度の市立幼稚園の入園児を次のとおり募集します。

ɜ市立幼稚園と入園該当児

『
火
の
し
ま
つ

君
が
し
な
く
て

誰
が
す
る
』

◎
い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

●
３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位

置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、

必
ず
火
を
消
す
。

●
４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、
住
宅
用
火
災
報
知
器

を
設
置
す
る
。

・
寝
具
や
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
を
防
炎
品
に
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
内
に
消
す
た
め
、
住
宅
用
消
火

器
を
設
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
、

隣
近
所
と
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

●
お
願
い

・
野
焼
き
を
す
る
と
き
は
、
消
防
署
に
知
ら
せ
て

く
だ
さ
い
。

・
空
気
が
乾
燥
し
、
強
風
の
と
き
は
焚
き
火
を
や

め
ま
し
ょ
う
。

・
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

美
馬
市
消
防
本
部

緯
碓52
３
０
６
１

美
馬
西
部
消
防
組
合
緯
碓63
２
２
１
４

※３歳児とは平成17年4月2日～平成18年4月1日生まれの者、４歳児とは平成16年4月2日～平成17年4月1日生まれの者、

５歳児とは平成15年4月2日～平成16年4月1日生まれの者です。
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平成２１年度 新規保育所入所児童募集の案内

市は、平成21年度の新規保育所入所の申込みを下記の要領で受け付けます。

ɜ保育所入所児童の募集一覧

ɜ受入年齢 ○10ヶ月・11ヶ月児 入所時に満10・11ヶ月に達した者

○１歳児 平成19年４月２日～平成20年４月1日に生まれた者

○２歳児 平成18年４月２日～平成19年４月１日に生まれた者

○３歳児 平成17年４月２日～平成18年４月１日に生まれた者

○４歳児 平成16年４月２日～平成17年４月１日に生まれた者

ɜ入所基準

市内在住の住民基本台帳に登録または外国人登録している家庭で、保護者および同居の親族が次のいずれ

かに該当する場合に限られます。

①家庭外労働 ②家庭内労働 ③母親の出産等 ④病人の看護等 ⑤家庭の災害

ɜ申込受付の日時と場所

電話番号所 在 地受入児童年齢定 員保 育 所 名

碓52１４９２脇町大字猪尻字西ノ久保30番地10か月～4歳150人脇 町 保 育 所

碓53５５３３脇町岩倉2426番地411か月～4歳60人岩 倉 保 育 所

碓52４７７８脇町字拝原844番地11歳～4歳 ※注１70人江 原 保 育 所

碓63２２２３美馬町字柿木61番地111か月～4歳70人美馬第一保育所

碓63４７９３美馬町字谷尻57番地111か月～4歳90人美馬第二保育所

碓53７９６３穴吹町穴吹字畑中1番地111か月～4歳90人穴 吹 保 育 所

※注１ 江原保育所の1歳児受入人数は、10人とします（受入人数を超えた場合は、第２・第３希望となります）。

受付対象保育所場 所日 時庁 舎 名

市内すべての保育所

総合窓口課前フロア11月17日（月）午前8時30分～午後5時美 馬 庁 舎

保健センター１階健康指導室11月18日（火）午前8時30分～午後5時穴 吹 庁 舎

福祉環境課11月19日（水）午前8時30分～午後5時木屋平総合支所

児童・障害福祉課
11月19日（水）・20日（木）・21日（金）

午前8時30分～午後5時
脇 町 庁 舎

ɜ申込み時に必要なもの

①新規保育所入所申込書

新規保育所入所申込書は、児童・障害福祉課（脇町庁舎）にあります。

なお、市役所穴吹庁舎の市民課、美馬庁舎総合窓口課、木屋平総合支所福祉環境課および各保育所にも備え

ています。

②印鑑 ③母子手帳

※後日行う面接（平成21年2月上旬予定）の際には、保険料の算定に必要な書類として、児童の父母、または扶養義務者の平

成20年分の源泉徴収票、確定申告書（写）を提出していただきます。

※入所希望者数が定員を超えた場合は、第２、第３希望保育所への入所となります。

※継続入所を希望する児童は、各保育所を通じてご案内します。

【問い合わせ先】児童・障害福祉課緯 碓52５６０６
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高齢者インフルエンザ予防接種のお知らせ

高齢者インフルエンザ予防接種が次の要領で実施されます。

平成18年度から対象者への個別通知はしていませんので、保険証など本人と確認できる

ものを持って、直接医療機関に予約して接種を受けてください。

接種は義務ではありません。希望される対象者が接種を受けてください。

高齢者インフルエンザ予防接種を受けるには

1）対象者 ○６５歳以上（接種日現在）で希望する人

○６０歳以上６５歳未満の人で、心臓、じん臓または呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活が極

度に制限される程度の障害を有する重い病気のある人、またはヒト免疫不全ウイルスにより

免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を有する人で、希望する人

2）接種期間 １１月1日（土）～１２月２７日（土）

3）予 約 10月15日（水）～

○接種希望者は指定医療機関で予診票を受け取り、接種希望日に提出してください。

○健康保険証、免許証など本人確認できるものを必ず持参してください。

4）接種場所 ○高齢者インフルエンザ予防接種指定医療機関（下記参照）

○美馬市・つるぎ町以外の医療機関で接種を希望する場合は、10月31日（金）までに健康課

にご連絡ください（連絡しないで接種を受けた場合、助成が受けられません）。

5）接種料金 1,300円（１回のみ。２回目以降は自費となります）

※対象者で生活保護世帯の人は自己負担が免除となります。１月19日（月）までに領収書と印鑑、振込先口座

がわかるものを持って健康課、脇町・美馬総合窓口課、木屋平総合支所企画総務課で申請してください。

6）接種時の持ち物 健康保険証、予診票、自己負担金

【問い合わせ先】健康課 緯 碓52８１６０

脇 町

緯 碓53８１０５市橋内科医院

緯 碓52１００１林クリニック

緯 碓52１０９５ホウエツ病院

緯 碓52０９８８岡内科病院

緯 碓53０３０３サンライズ

緯 碓52３３３４佐藤外科

緯 碓52１０４５佐藤内科

緯 碓52２５８３桜木病院

緯 碓52１１２２吉川医院

緯 碓52１４１０高田医院

緯 碓52３０１１秦 眼科

緯 碓52１５２９脇町中央医院

緯 碓52１２５８成田病院

緯 碓53２５５２おおた整形外科クリニック

緯 碓52１２１５大島病院

緯 碓55０７７０成田診療所

緯 碓53６０１１としま小児科

緯 碓55０３２１成田クリニック

緯 碓53８８１１和田整形外科医院

高齢者インフルエンザ予防接種指定医療機関・施設一覧表

緯 碓53０１０１斎木医院

緯 碓52１４４５ひかり荘

緯 碓53７７７８健祥会家康

緯 碓53７７０１健祥会うだつ

穴 吹 町

緯 碓52１２４３国見医院

緯 碓52１２４０桑原医院

緯 碓52２３０３峯田病院

緯 碓53８５３０平野整形外科

緯 碓56０２１０口山診療所

緯 碓56０３０７古宮診療所

緯 碓53１１１１健祥会ヘルス

木 屋 平

緯 碓68２５４１木屋平診療所

美 馬 町

緯 碓63３１７１木下医院

緯 碓63２０２６真鍋病院

緯 碓55２５２５恵愛荘

緯 碓63２５６９折野病院

緯 碓63２００１佐々木医院

緯 碓63２２４５木下内科・循環器科

緯 碓63２２７７サンクリニック

緯 碓63６０６５ケアプラザみま

貞 光

緯 碓62２０５３谷 病院

緯 碓62５１６６田村医院

緯 碓62２０１２永尾病院

緯 碓62５０４３谷クリニック

緯 碓62３２４４コンフォール貞光

緯 碓62２００３北川医院

緯 碓62２２０９端山診療所

緯 碓62２０６４古城医院

半 田

緯 碓64３１４５町立半田病院

緯 碓64２３３４うらら荘

緯 碓64２１１１武原外科整形外科

緯 碓65０２１１八千代診療所

緯 碓64２０８８大久保医院

一 宇

緯 碓67２０１６田村医院一宇診療所
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美馬市脇町南町、通称「うだつの町並み」が国の重要伝統的

建造物群保存地区に選定されてから、今年で20年目を迎えます。

この間に伝統的建造物88棟のうち49棟の修理を終え、また電線

類も地中化され、歴史的な町並みの景観を取り戻しています。

今回は、住宅を公開していただいている森博愛家住宅の内部

を紹介します。

森家住宅は明治13年に建築され、玄関を入った正面には、当

時郵便局として利用された洋風の窓口があります。また、大正

８年には「内科・胃腸科」として改修され、昭和30年まで「森

医院」を開院していました。診察室、検査室、医薬室、待合室、

看護師の詰所など、当時のままの診療設備がまとまって保存さ

れていることは、全国的にも珍しく、極めて貴重であると言え

ます。

森さんは、文化財として保存するだけでなく、皆さんにご覧いただきたいという思いから公開され

ています。身近にある貴重な文化財を体験してください。

●公開日 土曜・日曜・祝祭日 10時～16時 入場無料

美馬市脇町南町伝統的建造物群保存地区

森 博愛 家住宅

美馬の歴史と文化 ４

市営バス事業穴吹木屋平線を経由し、三好市「見の越」

まで走る「滝の宮・剣山線」の運行を秋の紅葉シーズンに

合わせ、再開します。真っ赤にもえる剣山の紅葉・ハイキ

ング・山登りにお出かけください。

また、運行期間中、中尾山高原ではグラススキー大会が

開催されますので、応援にもご利用ください。

滝の宮・剣山線 秋の運行期間

10月11日～11月３日まで（毎日運行）

※「滝の宮・剣山線」の時刻表や料金表は、美馬市ホームページ、

または広報みま４月号をご覧ください。

【問い合わせ先】

木屋平総合支所福祉環境課緯碓68２１１３

商工観光課 緯碓52２６４４

市営バスで剣山へ

▲森博愛家住宅（正面）

▲ 診 察 室
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こんにちは皆さん。私がずっと心配していた事がこの前に急に現実

になりました。それは、日本にいる間に親が亡くなったことです。８

月７日に父親が63歳でガンで亡くなりました。

ガンが発見されてから２ヶ月半も経たなかったのですが、父親の体

調がその短い間にとても悪化しました。８月４日に弟から緊急電話を

もらって、次の日の夜にあわてて関西国際空港から出発しました。父親に会う事がまだできたからとて

もラッキーでした。その後、ずっと父の世話をしていた弟と交替してちょっと休ませて、いろんな事が

手配できたので、大変忙しかったけれど長男としての責任を果たせて良かったと思います。

オランダでは誰かが亡くなった時に、通常に次の事が行われます

○お葬式は普通、５日間後に行われるので儀式の段取りを決める

ために葬儀屋ができるだけ早く（亡くなった日かその次の日に）

訪ねて来ます。その時に、お葬式用の招待状はどんな内容にす

るとか、お葬式の場所はどこにするかとか、どんな棺になるの

かとか全て決めます。

○オランダはキリスト教の国だから土葬にする人々が多いです。

それに従ってお葬式が教会の中か墓地にある特別な施設（火葬

場＋葬儀場）で行われます。お葬式の参列者は誰になるのかは

家族が故人の要望に応じて決めます。

○お葬式に参列できない方々の為に、お葬式の前夜にお通夜が予

定されます。その時、故人にも家族にも哀悼の意を表する事ができます。

○お葬式自体は大体１時間ぐらい掛かります。その儀式の内容は、（亡くなった人の好きな）一般的に悲

しい歌を聞くのと故人の人生に関してのいい思い出話しを聞く事です。土葬の場合には、家族と親族

の方々が棺をお墓まで持って行きます。その後に、参列者は別の部屋に行って、コーヒーとケーキを

楽しみながらお葬式の感想や故人についての思い出を話します。

ウチの父親は兄弟と違って無宗教だったし一般的に悲しいお葬式の雰囲気が大嫌いだったし、お葬式

後のコーヒーとケーキも好きではなかったから、弟と私が二人で次の様に手配しました

○先ずは、亡くなった日の翌日に葬儀屋が訪ねて来て、弟と私と離婚

した母親と４人で火葬の段取りと儀式の場所と招待状の内容と宛

先を決めてました。

○その次の５日間、亡くなった父親がずっと自分の家に正装安置さ

れて、お友達とかが何人も哀悼の意を表しに来ました。

○お葬式の日に親族と家族の人々（約25人）だけが参列して、私が

自分で進行係の役を務めました。雰囲気を盛り上げるために明る

い歌も聞いたし、笑える思い出の話もいっぱい聞きました。

○終わりに、私と弟と母が皆に飲み物（ビール・お酒）を配って、全

員で棺の周りに立ちながら最後の乾杯をしました。

“お父さん、貴方は素晴らしい父さんでしたよ！とても感謝して

います。ありがとう御座います。非常に愛しています。乾杯！”

レムコ・ライコフさん

父が死んだ

国際交流員レポート⑫

▲笑っている父さんと私
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私が最初に日本語を勉強した時、漢字がたくさん使っているから理

解しやすいと思いました。そして、日本に来て、あちこちの看板に書い

ている漢字を見て、意味が何となく分かるということからとても親し

く感じました。しかし、それ以降、日本語は勉強するほど難しくなりま

した。その理由がいくつかあります。

１つ目は、日本語は漢字以外も、ひらがな、カタカナ、そしてアルファベットも使っています。

２つ目は、同じ漢字でも発音はいくつもあり、当然意味も違ってくるからです。

３つ目は、同じ漢字でも中国語と全然違う意味を持っています（下線部は中国語での意味）。

机－機械 麻雀－すずめ 娘－お母さん 湯－スープ 走－歩く

先生－（男子）さん 豚－イルカ 猪－豚 勉強－無理をする 床－ベッド

手紙－トイレットペーパー

４つ目は、同じ漢字でも日本語と中国語は書き方が違います。いま中国で使っている漢字は書きやす

くなるため、ほとんど省略され、「簡体字」と呼ばれています（下線部は中国語、以下同）。

漢－汉 馬－马 児－儿 職－职 務－务 義－义 劇－剧 頭－头

後－后 艶－艳 麗－丽 優－优 慶－庆 懐－怀 衛－卫 業－业

もちろん、日本の方も中国にいらっしゃった時、看板に書いている漢字を見て、驚いたはずでしょう。

「一体この漢字は日本語ではどんなものか」と不思議に思われるかもしれません。

中国語では日本など漢字を使っている国・地域以外の地名と人の名前を書く時はその国の言葉の発音

から漢字の当て字を使います。例えば、地名のロンドンを「伦敦」、パリを「巴黎」、人の名前のブッシュ

を「布什」、プ－チンを「普京」、イギリスサッカー選手のベッカムを「贝克汉姆」に当て字で表示しま

す。もし日本の地名と人の名前も漢字の当て字で表示すると、どうなるでしょうか。実はとんでもない

ことになります。例えば、徳島を「拖枯細麻」、野球選手の鈴木一郎を「斯滋科伊其羅」になってしま

います。もちろん、日本語の読み方から当て字で表示しているものもあります。カラオケは「卡啦ＯＫ」、

ドラえもんは「哆唻Ａ夢」と表示しています。不思議でしょう。

魏 紅 江さん
ギ コウ コウ

日本語と中国語における漢字の違い

国際交流員レポート⑥

対戦相手会 場日 程

ヴァンフォーレ甲府鳴門・大塚スポーツパークポカリスエットスタジアム午後2時キックオフ10月18日（土）

モンテディオ山形鳴門・大塚スポーツパークポカリスエットスタジアム午後7時キックオフ11月09日（日）

サッカーＪ２ 徳島ヴォルティス 2008ホームゲームの案内

◆入場等 ※小・中・高生はＡ席、Ｂ席共通で500円

Ａ席〔メインスタンド席〕 前売券 2,000円 当日券 2,500円

Ｂ席〔ゴール裏、バックスタンド席〕 前売、当日券とも 1,500円

◆問い合わせ先 ㈱徳島ヴォルティス 緯０８８672７３３９ http://www.vortis.jp/
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申込書および申込場所

・穴吹庁舎 総務課

・脇町庁舎 総合窓口課

・美馬庁舎 総合窓口課

・木屋平総合支所 企画総務課

代 金 １冊500円

申込期限 10月17日（金）

※お渡しできる時期は、11月中旬以降

になる見込みです。なお、同手帳は

書店等でも購入できます。

●問い合わせ先

総務課 緯碓52１２１２

次の人から美馬市社会福祉協議

会に善意が寄せられました。

寄 付

グランド商事（株）（平山剛代表

取締役）から「子育てサロンやデ

イサービス開催時の景品に役立て

て」とお菓子が贈られました。

香典返し寄付金

師水ヨシ子（東宗重中島）

松原 家継（岡）

園原 義正（中宗重西）

善意銀行では、香典返し寄付金

について、自治会活動費として助

成金（香典返し寄付金の半額）を

交付しています。

善意のご芳志ありがとうござい

ました。

広報９月号の２ページ、「地震

に備えて いざというときのため

に」の記事で、南海・東南海地震

の最大震度が「８強」となってい

ましたが、「６強」の誤りでした。

お詫びして訂正いたします。
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徳島県西部総合県民局では、テ

レビ電話を利用して専門の相談員

による相談が無料で受けられます。

電話は個室に設置され、個人のプ

ライバシーは守られます。ぜひ、

積極的にご利用ください。

消費者生活相談<県消費者情報センター>

平日 ８時30分～17時

交通事故相談<県交通事故相談所>

平日 ９時～16時

ＮＰＯ法人設立認証に関する相談

<徳島県県民との協働課>

平日 ８時30分～17時15分

ＮＰＯ法人活動支援に関する相談

<徳島県県民との協働課分室>

月曜を除く平日 10時～17時15分

●問い合わせ先

煙企画振興部（美馬）県民生活担当

緯碓53２０３２

煙企画振興部（三好）県民生活・

県税担当 緯０８８３碓76０３７１

美馬町野田ノ井の三頭トンネル

で、徳島・香川両県の警察や消防

などによる防災訓練が実施されま

す。このため訓練実施時間の間、

三頭トンネルが通行止めとなりま

す。迂回路はありませんので、ご

注意ください。

と き 10月28日（火）

11時～11時40分

●問い合わせ先

徳島県西部総合県民局県土整備部

緯碓53２２３０

「第22回穴吹川筏下り大会」「第

３回うだつ黄門まつり」の名場面

をおさめた写真コンテストで、厳

正な審査の結果、次の方々の作品

が入賞されました。

穴吹川筏下り大会

最優秀賞（１点）

徳島市 横山 勤一さん

「四国一の清流」

優秀賞（２点）

東みよし町 松田 昇さん

吉野川市 一宮 高良さん

入 選（２点）

美馬市 藤本 英子さん

美馬市 田処 正明さん

うだつ黄門まつり

最優秀賞（１点）

阿波市 割石 晴美さん

「踊る」

優秀賞（２点）

美馬市 藤本 英子さん

阿波市 佐藤 進さん

特別賞（２点）

吉野川市 山下 善広さん

美馬市 西岡 敏さん

平成21年版徳島県民手帳の購

入予約を希望される人は、次の市

役所各課に申込書を備え付けてい

ますので、代金を添えて、お申込

みください。

相 談

場 所日 時

穴吹農村環境改善センター
11月06日（木）

13時30分～15時
12月04日（木）

美 馬 高 齢 者 セ ン タ ー
（デイサービスセンター池月苑隣）

10月18日（土）
09時30分～11時

11月15日（土）

脇 町 老 人 福 祉 セ ン タ ー
10月15日（水）

10時～11時30分
11月19日（水）

つ る ぎ の 里未定（社協までお問い合わせください）

参加対象者は、０歳から就学前の子どもとその保護者。妊娠中の

人も参加できます。参加費は、子ども一人につき１回100円（おやつ、

材料代等）です。気軽に参加してください。

●申込・問い合わせ先 美馬市社会福祉協議会緯 碓53７４３２

“気軽に・無理なく・楽しく・自由に”

『ふれあい子育てサロン』の案内

テレビ電話相談を
実施しています

お知らせ

三頭トンネル
防災訓練による通行止め

「第22回穴吹川筏下り大会」
「第３回うだつ黄門まつり」
写真コンテスト結果

平成21年版徳島県民手帳
購入予約の案内
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対象者 40歳、45歳、50歳、55歳、

60歳、65歳、70歳の女性

（平成21年３月31日時点での年齢）

負担金 1,400円

とき・ところ

・10月21日（火）

受付：９時～９時30分

脇町福祉センター

・10月22日（水）

受付：９時～９時30分

美馬市保健センター（穴吹）

・10月23日（木）

受付：９時30分～10時

美馬福祉センター（美馬）

※事前に申込みをお願いします

●申込み・問い合わせ先

健康課緯碓52８１６０

市県民税第２期の納期限は10

月31日（金）です。納付書をご確

認のうえ、早めにお近くの金融機

関、または市役所各庁舎の会計課

で納めてください。

なお、口座振替を利用されてい

る人は、10月31日に指定口座か

ら引き落としとなりますので、預

貯金残高の確認をお願いします。

指定した預金口座から市税を自

動的に振り替える口座振替制度は、

納め忘れがなく、納付のために金

融機関へ出向く必要がないので、

安全便利です。

市内の金融機関で受付をしてい

ますので、預貯金通帳と通帳印を

ご持参ください。

取扱金融機関

・阿波銀行 ・美馬農協協同組合

・徳島銀行 ・四国銀行

・ゆうちょ銀行

●問い合わせ先

税務課緯 碓52５６０２・５６０３

脇町図書館で

は、保存期間の

過ぎた雑誌を無

料で希望者に提

供しています。

と き 10月31日～11月２日

10時～16時の間

ところ 脇町図書館

※一人５冊までとします。

脇町図書館は、資料特別整理の

ため、10月16日から23日の８日

間、休館します。

●問い合わせ先

脇町図書館緯碓53９６６６

検 診

骨そしょう症検診の
お知らせ

税 金

市県民税第２期の納期限

市税のお支払いは
簡単・便利な口座振替で

図 書 館

図書館廃棄雑誌の提供

図書館臨時休館のお知らせ
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普通救命講習とは？

普通救命講習は救急隊が来るま

での間、心肺蘇生法、ＡＥＤ（自

動体外式除細動器）の取扱い、大

出血時の止血法などの応急手当が

できるようになることを目的とし

た講習です。講習料は無料です。

ぜひ、ご参加ください。

と き 11月７日（金）

９時～12時

ところ 美馬市消防本部２階

大会議室

申込締切日 10月20日（月）

※定員20人で締め切ります

申込方法

美馬市消防本部救急救助課に備

え付けの応募用紙に必要事項を記

入し、お申込みください。なお、

申込用紙は美馬市ホームページか

らもダウンロードできます。

●申込み・問い合わせ先

消防本部救急救助課緯碓52３０６１

募 集

現在、市では（有）ミマコンポ

スト製造の鶏糞発酵堆肥を利用し

た土づくりを推進しています。化

学肥料が高騰する中、土づくりと

あわせた経費削減を、この機会に

ご検討ください。

今ならお得です

鶏糞発酵堆肥

「ミマ有機Ｃ30」１袋15㎏

定価210円を100円で販売

しています。さらに11月

末まで２割増量キャンペー

ン中です。

●申込み・問い合わせ先

ミマコンポスト事務所緯碓53６９１９

ＪＡ営農管理センター

緯碓53８０５０

ＪＡ美馬支所 緯碓63３１８１

ＪＡ穴吹支所 緯碓52１０４１

ＪＡ木屋平支所（代表）

緯碓52１０４１

市では、各自治会

の住民が参加して、

市道を舗装・補修す

るときに、コンク

リート等の支給を行っています。

支給原材料

①生コンクリート 10逢まで

②生アスファルト合材

５トンまで

③常温レミファルト合材

30袋まで
※①～③のいずれか１つの原材料を、

年１回に限り支給します。

手続きの方法

①維持補修を希望する自治会か

ら、建設課へ申請

②市が現地確認

③市が内容を審査し支給の決定

●申込み・問い合わせ先

建設課緯碓52５６０８

木屋平総合支所経済建設課

緯碓68２７１５

救 急 医 療 当 番 医 一 覧
電話番号病 院 名曜日月日電話番号病 院 名曜日月日

（美）６３-２５６９折 野 病 院水511/（穴）５２-２３０３峯 田 病 院月2010/

（脇）５２-０９８８岡 内 科 病 院木6（貞）６２-２００３北 川 医 院火21
（脇）５３-０１０１斎 木 医 院金7（貞）６２-２０６４古 城 医 院水22
（脇）５２-２００２西 条 産 婦 人 科土8（貞）６２-２０５３谷 病 院木23
（半）６４-３１４５つ る ぎ 町 立 半 田 病 院日9（貞）６２-５１６６田 村 医 院金24
（脇）５３-２５２５酒 巻 耳 鼻 咽 喉 科 医 院月10（貞）６２-２０１２永 尾 病 院土25
（脇）５２-１０４５佐 藤 内 科火11（脇）５２-１０９５ホ ウ エ ツ 病 院日26
（脇）５２-３０１１秦 眼 科水12（貞）６２-５０５０林 眼 科月27
（脇）５２-１１２２吉 川 医 院木13（半）６４-２０８８大 久 保 医 院火28
（脇）５３-８８１１和 田 整 形 外 科 医 院金14（半）６４-２１１１武 原 外 科 整 形 外 科 医 院水29
（脇）５３-８１０５市 橋 内 科 医 院土15（美）６３-３１７１木 下 （ 雅 ） 医 院木30
（脇）５２-１０９５ホ ウ エ ツ 病 院日16（美）６３-２２４５木 下 内 科 循 環 器 科金31
（脇）５２-１２１５大 島 病 院月17（美）６３-２００１佐 々 木 医 院土111/

（脇）５２-１４１０高 田 医 院火18（半）６４-３１４５つ る ぎ 町 立 半 田 病 院日2
（脇）５３-６０１１と し ま 小 児 科水19（脇）５２-１０９５ホ ウ エ ツ 病 院月3

（美）６３-２０２６真 鍋 病 院火4

道路補修用原材料の
支給について

有機の里づくり推進に
ご協力を

普通救命講習会の開催
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市と市観光協会では、剣峡（穴

吹～木屋平ルート）を利用して秋

の剣山を楽しんでいただくため、

「行くぞＧＯＧＯ剣山観光キャン

ペーン」を実施します。先着１００

人の方に、剣山登山記念特製キー

ホルダー（木屋平の間伐材で製作

した限定品）をプレゼントします。

と き 10月13日（月）12時予定

ところ 剣山頂上ヒュッテ前

●問い合わせ先

商工観光課緯碓52２６４４

11月20日に開催される社会福

祉大会で、金婚・ダイヤモンド婚

の記念式を実施します。該当され

る人は、お申し込みください。

該当基準

○金婚（50周年）

昭和33年中に婚姻、もしくは同

居を始めた人

○ダイヤモンド婚（60周年）

昭和23年中に婚姻、もしくは同

居を始めた人

＊金婚、ダイヤモンド婚とも美馬市に

在住し、住民基本台帳に登録されてい

る同居の夫婦が対象

申込締切日 10月24日（金）

●申込み・問い合わせ先

高齢・介護保険課緯碓52５６０５

生活習慣病予防、特に糖尿病予

防のため、水中ウォーキング運動

をしてみませんか。

と き

12月からの４か月間で計16回

・毎週月曜日 13時30分～15時

（送迎バスあり）

・毎週火曜日13時30分～15時

（送迎バスなし）

ところ 疾病予防施設｢アクア｣

対象者 肥満が気になる人で、運

動することを実践・継続できる人。

また当講座を受講したことがない

人（定員20人・先着順）

持参物 水着・バスタオル・タオ

ル２枚

負担金 17,200円（検査料金は別）

1回利用 1,075円（前払い、払い

戻しなし）

内 容 水中ウォーキング・身体

測定・栄養指導・健康体操など

申込締切日 10月31日（金）

●申込み・問い合わせ先

保険年金課緯 碓52５６０１

みんなで心をひ

とつに歌ってみま

せんか。経験のあ

る人、ない人どな

たでも大歓迎です。

練習日 毎週木曜日19時30分～

ところ 穴吹農改センター

（市役所穴吹庁舎隣）

●問い合わせ先

クレイプマートル代表

横井氏宅緯碓53０２０２

（日中は不在の場合が多いので、18時

以降にお電話ください）

煙煙煙 献 血 煙煙煙

次の日程で移動献血車がきます。

献血にご協力ください。

10月15日（水）

▼四国電力㈱脇町営業所

10時～11時

▼㈱河野メリクロン（脇町）

12時30分～13時30分

▼櫻木病院（脇町）

13時30分～16時
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行くぞＧＯＧＯ
剣山観光キャンペーン

募 集

金婚・ダイヤモンド婚
該当者募集

水中ウォーキング
受講生募集

煙日時 10月11・25日（土）

14時～14時30分

煙場所 脇町図書館こども室

楽しいお話や、紙しばいをし

ます。（ボランティアグループ

たんぽぽ）

おはなし会＊＊ ＊＊

女性コーラス募集

（
７
月

日
生
）

31



29 広報みま2008（平成20）年10月号

情報コーナー

県西部「にし阿波」の、地域資

源を発掘やその魅力を発信を目的

に、フォーラムを開催します。

と き 10月28日（火）

13時30分～16時

ところ 脇町劇場オデオン座

内 容 「にし阿波の魅力募集」優

秀作品の表彰、プレゼンテーショ

ン、パネルディスカッション等

参加料 無料

申込方法

商工観光課、県にぎわい交流・

観光担当、美馬地区広域行政組合

に備え付けの申込書に必要事項を

記入し、10月21日までにFAX、郵

送、窓口でお申し込みください。

●申込み・問い合わせ先

西部総合県民局企画振興部

にぎわい交流・観光担当

〒778-0002

三好市池田町マチ2415

緯０８８３碓76０３６７

思０８８３碓76０４５０

日展特選受賞

者の橋本正弘さ

んの作品展示や、

のだてなどの催

しが行われます。

と き

10月25日（土）～11月9日（日）

９時～16時

ところ うだつの町並み

吉田邸「藍商佐直」

入場料 大人500円 高校生250円

中学生以下無料

のだて 11月3日 10時～15時

ふるさとを描く写生画募集

美馬市の風景・風物を描いた写

生画やスケッチを募集し、展示し

ます。出品を希望される人は10

月27日まで下記へ提出してくだ

さい。規格は八つ切り画用紙で描

画材料は自由です（出展料無料）。

●問い合わせ先

吉田邸藍商佐直緯碓53０９６０

市民のみなさんに教育について

の理解を深めていただくため、と

くしま教育の日の行事として「美

馬市教育振興大会」を開催します。

と き 11月８日（土）

13時～16時

ところ 江原中学校体育館

内 容

○みまっ子合唱団による合唱

○みまっこ健全育成表彰

○プラスワンスクール事業報告

平成19年度に事業を行った岩

倉・郡里小学校、三島・木屋平

中学校からの報告

○講 演 14時35分～

「異文化交流・音との出逢い、人

との出合い」

ドイツ人ウベ・ワルターさんに

よる異文化交流についての講演

●問い合わせ先

教育総務課緯碓63２５４０

美馬市教育振興大会を
開催します

催 し
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美馬市人口統計

前月より10月1日現在

－32
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にし阿波魅力アップ大作戦
第２回フォーラムの開催

脇町の蔵を描き続ける日本画家

橋本正弘展の開催
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地元の新谷選手をはじめ、海外や全国各

地から集まったグラススキーのトッププ

レイヤーが競い合う大会が開かれます。

入場は無料です。ぜひ、ご観戦ください。

このほか、大会期間中様々なスポーツイベ

ントも開催されます。

●第24回全日本グラススキー選手権大会

○スーパー大回転

10月17日（金）13時30分～

○回 転 10月18日（土）

１本目９時40分～ ２本目11時40分～

●第15回高円宮牌グラススキージャパン

オープン

○スーパーコンビ 10月19日（日）

１本目10時10分～ ２本目12時10分～

●問い合わせ先 体育振興課緯碓63３１９９

第24回全日本グラススキー選手権大会
第15回高円宮牌グラススキー

ジャパンオープンの開催
（写真コンテストも同時開催）




